
 

官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 大月市 

②事業名 「岩殿山ふれあいの館」の活用 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

以下の中から本案件の検討ステージを選択してください。 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

ＪＲ大月駅から徒歩２5 分・岩殿山登山道（強瀬ルート）の途

中にある「岩殿山ふれあいの館」について、大月駅北側に開業す

るホテルの宿泊者等・本市を訪れた方が施設の利用を目的として

訪れる施設にリニューアルを検討しています。また、変更後の施

設の運営・管理を民間事業者等に依頼したいと考えています。 

現在は検討段階であり、事業の実施年度・予算等については具

体的に決まっていませんが、本サウンディングの提案を受けた上

で、今後、計画の検討を進めたいと考えています。 

④サウンディングの目的 現在、ふれあいの館の利用者は登山に訪れた方がほとんどです

が、登山目的の方だけでなくホテルの宿泊者等、本市を訪れた方々

が市内に滞在している時間に、目的地として訪れる施設にリニュ

ーアルしたいと考えています。 

大月駅から近い岩殿山の中腹にあるふれあいの館は、眺望に優

れ、春に館周辺に植栽された桜と美しい富士山を一緒に楽しむこ

とができます。夜は街の明かりから離れた場所で、きれいな星空

や夜景を眺めることができます。 

来年には、ＪＲ大月駅の北側に客室数、約５００室のホテルが

開業する予定であり、首都圏から甲府方面、富士山方面を観光等

で訪れる方の宿泊が見込まれます。 

これから、どういった施設が望ましいのか検討を始めるところ

であり、サウンディングにおいては、活用方法等について幅広い

アイデアや意見を伺いたいと考えています。 



⑤民間事業者に対する質

問事項 

・どのような収益事業の可能性があるのか。 

・官民連携手法としてどのような手法が想定され得るか、また、

どの手法が適しているかについて提案いただきたい。 

・類似施設の事例等があれば教えていただきたい。 

・ご提案を受ける中で、事業化について検討していく予定です。 

④対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサル     

7.運営（飲食店事業者・体験事業者・宿泊事業者・アウトドア 

ショップ 等  ） 

8.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

②想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.公的不動産の利活用   ５.包括的民間委託 

6.指定管理者制度   ７.コンセッション  

８.その他（             ） 

③事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

・登山のついでに立ち寄るのではなく、ふれあいの館を目的とし

て訪れる施設へのリニューアル 

・美しい富士山を見ながら飲食・体験 等（例）を通して、大月の

自然を満喫できる場所や和風の建物や静かな立地を活かしたナ

イトタイムエコノミーの場としたいと考えています。 

④現状及び課題  岩殿山は大月市のシンボルであり、毎年４万人が登山などで訪

れます。また、岩殿山の大部分は大月市の都市公園「岩殿山公園」

であるとともに、山梨県が管理する県有林であり、「岩殿城跡」と

して山梨県の文化財指定も受けております。 

 平成７年に、この岩殿山の中腹に展示室や映像室（プラネタリ

ウム）を備えた施設として「岩殿山ふれあいの館」を開館し、開

館当初は、年間８千人程度の入館者がおりました。 

 しかしながら、プラネタリウムは利用者が年々減少し、機器の

故障等から平成２５年に撤去し、現在は、地下 1階にある映像室

を本市出身で世界的な山岳写真家であった白籏史朗氏の写真を展

示する写真館（有料）にリニューアルしております。地上 2階に

ある展示室（無料）については、大月市が毎年開催している秀麗

富嶽十二景写真コンテストの作品を展示しています。 

 ふれあいの館における利用者の現況として、岩殿山に登山する

方・写真愛好家など利用者が限定的な面があります。また、令和

元年８月に落石が登山道を直撃する事案が発生し、安全対策を講

ずることができない状況にあるため、ふれあいの館経由の登山道



（強瀬ルート）は、ふれあいの館と館の周辺付近の丸山公園まで

通行可能で、それ以外は通行止めとしている状況にあるため、今

後、登山者数の減少も考えられます。（山頂まで登る方は、強瀬ル

ートとは山頂を挟んで反対側にある畑倉口から登ることになりま

す。） 

特記する課題としては、登山口からふれあいの館までは車両等

の通行ができる幅がありません。資機材を運ぶ場合もクローラー

等を利用するほか、人力によらなければなりません。 

駐車場についても、登山者等が利用する公園駐車場の１１台分

のみとなっています。 

⑤前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

・既存施設のリニューアル 

・土地は県有林として山梨県が所有しており、さらに文化財とし 

ても指定されているため改修等においては、それぞれの許可が

必要 

⑥事業スケジュール 

（予定） 

現在のところ時間的制限はなく、ご提案を受ける中で、事業化

について検討していく予定です。 

（２）対象地  

① 在地（交通情報含む） 山梨県大月市賑岡町強瀬 81 （ＪＲ大月駅から徒歩 25分） 

②敷地面積  

③土地利用上の制約 都市公園用地、文化財指定地、山梨県県有林 

④所有者 山梨県（大月市が借地、建物は大月市所有） 

⑤周辺施設等 大月桃太郎由来の地、名勝猿橋 

⑥対象地周辺の環境 山林・住宅地 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

 

（３）対象施設   

（3）-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称 岩殿山ふれあいの館  

②施設の延床面積 ２９１㎡  

③建物の構成（構造、階数） 鉄筋コンクリート造・一部木造 

地上 2階・地下 1階建 

 

④主な施設の内容、導入機

能 

展示・展望室、写真館、管理事務

所 

 

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

市直営 

 

指定管理者 

 

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと

等） 

平成 7年 9月開設 

駐車場：岩殿山の麓、ふれあい

の館まで徒歩 15 分の場所に登

山者用駐車場として１１台分 

 



（3）-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

①施設名称 水道：上水 

駐車場近くの受水槽からポンプ

で揚水 

 

②規模、能力 等   

③運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

  

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと

等） 

  

 

■参加予定形式 

本取組は、現地会場及びWeb会議（Zoom予定）を併用した開催を予定しています。 

相談自治体の参加予定形式 １☑現地会場で参加する 

２ Web会議で参加する 

※今後の状況の変化に応じて、相談自治体の参加予定形式については変更となる場合があります。 

 

■ 添付資料 

 岩殿山ふれあいの館 パンフレット 

 位置図 

 現況写真 

 


